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抄録：中部圏にキャンパスがある某福祉系専門学校の在学生（男子 108人、女子 40人）を対象に、運動状況と健康状態の関
連を検討した。健康状態は、自覚症状に関する 130問の質問に回答してもらい、成人男女約 1.1万人の結果から得られた
男女それぞれの標準分布に対する順位パーセンタイルで評価した。運動をほとんど行わない低運動群（男子 24.2%、女子
40%）は、週 1・2回の中運動群（男子 52.8%、女子 47.5%）および 3回以上の高運動群（男子 23.1%、女子 12.5%）より健康
状態は低レベルであった。この傾向は女子において顕著であった。さらに、女子学生では、運動頻度と喫煙との間に逆相関
性がみられた。本結果は、運動は心身の健康度の向上に有効であり、特に、女子学生において運動頻度を高めることが重要
であることを示している。
（別刷請求先：浅井恭子）
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緒言
少子高齢化の進展と並行して健康への関心が高まり、
健康に関連した研究が活発に行われている。健康増進や
維持のための健康行動として適切な生活習慣（食習慣、睡
眠習慣、運動習慣、生活の規則性、禁煙、アルコールの適正
摂取）が挙げられている（厚生労働省，2015a）。不適切な
生活習慣は身体面を中心とする疾患である生活習慣病のみ
ならず、心理面の様々な症状とも密接に関連している
（冨永ら，2001； 高橋，2009； 高野ら，2009； 佐々木，
2012）。その中で、喫煙は健康リスクの、適度な運動は健康
向上の代表的因子であることは周知の通りである。WHO
は健康について、身体的、心理的および社会的健全を定義
している。
2000年の健康日本 21の策定では、喫煙防止・禁煙と
定期的な運動やスポーツ活動による身体活動の活性化が、
心身両面の健康増進に有効であると強調されている。しか
し、最近は運動・スポーツの実施頻度が低く（SSF笹川ス
ポーツ財団，2006； 文部科学省，2011； 朝日新聞・河合塾，
2012； 厚生労働省，2015b）、運動・スポーツ活動の不足が
健康状態の悪化と関連するとの報告が多い（北角ら，2008； 
甲斐・山崎，2009； 徳田，2013）。
20歳前後は将来の進路を決定し、自立していくためにも、
人生の中でもっとも充実していなければならない時期であ
り、良好な健康状態の維持は必須の要件である。運動習慣
と健康状態に関する調査研究につては、大学生（北角ら，
2008； 曽我部ら，2008； 石田ら，2010； 上村・栗原，2015）や
一般社会人（鈴木ら，2005）を対象にしたものは多く、喫煙
者や低頻度運動者は、非喫煙者や高頻度運動者より全般的
に健康状態が劣ることが報告されている。浅井・栗原
（2014）は、中京圏にある某専門学校生を対象にした調査研
究により、非喫煙者より喫煙者の方が、心身の健康状態は
全般的に劣ることを報告した。しかし、専門学校生を対象
にした生活習慣と健康状態の調査研究は、少ないのが現状
である。その理由は、専門学校では研究活動がそれほど盛
んでないことが挙げられる。
本研究では、中京圏にある某福祉系専門学校生を対象
に、自記式健康チェック票 THI（鈴木ら，2005）を用いて健
康状態を調査し、運動の状況と健康状態との関連について
検討した。
研究対象と方法
1．対象者
中部圏にある福祉系専門学校の介護学科 1・2年生 144人
（男子 108人、女子 40人）を対象とした。
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2．調査方法
2-1．健康チェック票 THI
調査は 201X年 10月、専門学校の『介護の基本及び生活
支援技術』の授業時間が終了した後、自記式質問紙「健康
チェック票 THI」（鈴木ら，2005）に対する回答を依頼した。
この健康チェック票では、130問の質問に対して「はい」、
「どちらでもない」、「いいえ」で答えにそれぞれ 1、2、3点の
得点を与え、症状項目ごとに積算する。この症状項目ごと
の尺度得点から、成人男女約 1.1万人から得られた男女そ
れぞれの尺度得点の標準分布に対するパーセンタイルを算
出し、健康度の評価を行った。
評価項目は、身体面の症状尺度として①呼吸器（咳・痰・
鼻水・喉の痛みなど）、②目や皮膚（皮膚が弱い・目が充血
するなど）、③口腔・肛門（舌が荒れる・歯茎から出血する・
排便時に出血するなど）、④消化器（胃が痛む・もたれるな
ど）、⑤多愁訴（だるい・頭重・肩こりなど）、⑥総合不調度
（身体面の全般的不調感）、性格面の症状として⑦直情径行
性（イライラする・短気・カッとなるなど）、⑧情緒不安定
（物事を気にする・対人過敏など）、⑨攻撃性（積極的；反対
は消極的）、⑩神経質（心配性・苦労性など）、⑪虚構性（欺
瞞性・他人を羨む・虚栄心など）、および精神面の症状と生
活面として⑫抑うつ（悲哀・孤独・憂うつなど）、⑬身体ス
トレス（心身症傾向・心身に対するストレスなど）、⑭心の
ストレス（神経症傾向・心の悩み・心的不安定など）、⑮統
合失調症傾向（思考・言動の不一致など）、⑯生活不規則性
（宵っ張りの朝寝坊・朝食抜きなど）である。
パーセンタイル 50%が中間位であり、それより高い場
合は症状・程度の順位が高い、低い場合は順位が低いこと
になる。攻撃性、虚構性、統合失調傾向は中程度がよく、
それ以外の項目はパーセンタイル（症状尺度）が低いほど
健康的と解釈される。
2-2．運動頻度と喫煙の評価
健康チェック票 THIの質問の中に、1週間の運動頻度に
関する質問（Q130：1時間以上の運動を 3回以上、1・2回、
ほとんどしない）に対する回答から、それぞれ高運動群、
中運動群、低運動群 3群に分類した。
喫煙に関する質問（Q59：喫煙しない、1日に 1～19本、
1日に 20本以上）に対する回答から、非喫煙群、1～19本群、
20本以上の 3群に分けた。
3．個人情報の保護
本調査を実施するに当たり、この調査結果をまとめた論文
から個人が特定されること、個人に不利益になるような取り
扱いは行わないこと、また、回答の提出は自由で、提出しなく
てもなんら不利益になることはないこと、回答の提出があっ
たことをもって依頼に同意したとみなすと口頭及び文章に
よって連絡した。さらに、本調査で得られた個人情報は、研
究目的のみに使用すること、また、回答用紙の保管と研究が
まとまった段階で破棄することなどについても補足説明を
行った。
4．統計処理
対象者の①～⑯の評価項目のパーセンタイル値を、男女
別に集計した。運動頻度に関してはχ2検定によって比較
した。また、パーセンタイル値の分散分析を行った後、分
散が有意の場合は群間の比較を Boneferroni法によって行
い、危険率が 0.05以下を有意とした。
運動頻度（高運動 1点、中運動 2点、低運動 3点とする）
と症状尺度得点との相関係数を求め、0.2以上または -0.2
以下の場合は相関傾向があるとした。
結果
1．運動習慣と健康度
表 1は、運動頻度を比較したものである。
運動頻度は、男子学生の方が女子学生より高く（低運動群は
23.8%対40.0%、中運動群は 55.2%対 47.5%、高運動群は
21.0%対12.5%）、低運動群の出現率は男女間で有意であった。
1-1．男子学生
図 1、図 2および図3は、運動頻度に基づいて分類した
3群（低運動群 25人、中運動群 57人、高運動群 26人）に
ついて、それぞれ身体面、性格面、精神面・生活面の平均症
状尺度（パーセンタイル）を比較したものである。
全体（108人）の平均では、評価基準グループと比較して
（50%が中間値）、目や皮膚、多愁訴、生活不規則、情緒不安
定、抑うつ、総合不調の 6尺度で 20%以上高く、虚構性の
1項目で 20%以上低かった。
尺度得点を群間で比較すると、神経質においてのみ、
中運動群と高運動群との間で有意差があった（p < 0.05）。
表 1．某福祉系専門学校学生の運動状況
低運動群 * 中運動群 高運動群
男子（N＝108） 25（23.1%） 57（52.8%） 26（24.2%）
女子（N＝40） 16（40.0%） 19（47.5%）  5（12.5%）
低運動群：ほとんど運動しない。
中運動群：毎週 1・2回運動。
高運動群：毎週 3回以上運動。
*：男女間で出現率に有意差（p < 0.05）。
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図1． 運動頻度に基づいて分類した男子学生 3群（低運動群：ほとんど運動しない、
中運動群：週 1・2回運動、高運動群：週 3回以上運動）の身体面の平均症状尺度
（パーセンタイル）の比較
図2． 運動頻度に基づいて分類した男子学生 3群（低運動群：ほとんど運動しない、
中運動群：週 1・2回運動、高運動群：週 3回以上運動）における、性格面の平均
症状尺度（パーセンタイル）の比較  
*： p < 0.05（高運動群 vs中運動群）
156
浅井・栗原
1-2．女子学生
図 4、図 5および図6は、運動頻度に基づいて分類した
3群（低運動群 16人、中運動群 19人、高運動群 5人）につ
いて、それぞれ身体面、性格面、精神面・生活面の平均症状
尺度（パーセンタイル）を比較したものである。
全体（40人）の平均では、評価基準グループと比較して
（50%が中間値）、呼吸器、目や皮膚、消化器、多愁訴、情緒
不安定、心のストレス、総合不調の 6尺度で 20%以上高く、
虚構性の 1項目で 20%以上低かった。
尺度得点を群間で比較すると、目や皮膚では中運動群と
高運動群との間で、多愁訴と虚構性では低運動群と高運動
群との間で有意差があった（p < 0.05）。
2．運動頻度と健康度との相関性
表 2には、運動頻度（高運動を 1点、中運動を 2点、低運
動 3点）と症状尺度得点との相関係数を示した。
男子学生においては、運動頻度と症状尺度得点との間で
0.2以上または -0.2以下の相関係数を持つものはなかった。
女子学生においては、呼吸器、消化器、多愁訴、総合不調、
抑うつの 5尺度において正相関傾向が（運動頻度が低いほ
ど症状尺度得点が高い）、虚構性において逆相関傾向（運動
頻度が低いほど症状尺度得点が高い）がみられた。
3．運動頻度と喫煙との相関性
表 3は男子学生について、表 4は女子学生について、
それぞれ運動頻度と喫煙本数の分布をまとめたものである。
図3． 運動頻度に基づいて分類した男子学生 3群（低運動群：ほとんど運動しない、
中運動群：週 1・2回運動、高運動群：週 3回以上運動）における、精神面・生活
面の平均症状尺度（パーセンタイル）の比較
表2．運動頻度と症状尺度得点との相関
呼吸器
目や 
皮膚
口腔・ 
肛門
消化器 多愁訴
総合 
不調
直情 
径行性
情緒 
不安定
攻撃性 虚構性 神経質 抑うつ
身体 
ストレス
心の 
ストレス
統合 
失調症
生活 
不規則
男子学生 0.056 0.050 0.006 0.038 -0.015 0.113 -0.017 0.140 -0.098 -0.164 0.159 0.073 0.011 0.092 0.060 0.053
女子学生 0.252 0.179 0.176 0.227 0.316 0.247 0.013 0.039 -0.025 -0.347 -0.009 0.211 -0.015 0.140 -0.032 0.183
太字は相関係数が 0.2以上または -0.2以下
表 3．男子学生における運動頻度と喫煙の分布と相関性
　 非喫煙 1～19本 20本以上
低運動（ほとんどしない） 13  9 3
中運動（週 1・2回） 33 20 4
高運動（週 3回以上） 13 10 3
相関係数＝ 0.009
表 4．女子学生における運動頻度と喫煙の分布と相関性
　 非喫煙 1～19本 20本以上
低運動（ほとんどしない） 11 5 0
中運動（週 1・2回） 15 4 0
高運動（週 3回以上）  5 0 0
相関係数＝ -0.226
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図4． 運動頻度に基づいて分類した女子学生 3群（低運動群：ほとんど運動しない、
中運動群：週 1・2回運動、高運動群：週 3回以上運動）における、身体面の平均
症状尺度（パーセンタイル）の比較  
*： p < 0.05（高運動群 vs中運動群）、#： p < 0.05（高運動群 vs低運動群）
図5． 運動頻度に基づいて分類した女子学生 3群（低運動群：ほとんど運動しない、
中運動群：週 1・2回運動、高運動群：週 3回以上運動）における、性格面の平均症
状尺度（パーセンタイル）の比較  
#：p < 0.05（高運動群 vs低運動群）
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男子学生においては、運動頻度と喫煙に関する相関性は
みられなかった。一方、女子学生では、1日 20本以上の喫
煙者はなかったが、喫煙者は非喫煙者より運動頻度が低い
という逆相関の傾向（r＝-0.226）がみられた。
考察
健康への関心の高まりは 2000年の健康日本 21の策定
に始まり、その内容をさらに発展させた具体的な健康活動
として、適切な生活習慣（食習慣、睡眠習慣、運動習慣、
生活の規則性、禁煙、アルコールの適正摂取）が挙げられて
いる（厚生労働省，2015a）。生活習慣病に分類される疾患
群があるように、不適切な生活習慣は身体面のみならず、
抑うつや情緒不安定といった心理面の様々な症状と密接に
関連している（冨永ら，2001； 高橋，2009； 高野ら，2009； 
佐々木，2012））。その中で、運動習慣が健康向上の代表的
因子であることは周知の通りである。WHOは健康につい
て、身体的、心理的および社会的健全を定義している。
そのため、健康度の評価では、心身両面の健康度について
包括的に分析する必要がある。
生活習慣病予防や健康増進につながる運動量について
は、約 100 kcalを消費する運動（例えば速歩で約 15分間）
を 1単位としている。そして、現状の体力維持には少なく
とも 1時間の運動を週 1回、すなわち 4単位が最低限必要
であり、生活習慣病を予防して体力増進には週 10単位以
上が望まれ、できれば 23単位以上の運動が好ましいとさ
れている（日本生活習慣病予防協会，2010）。この基準に照
らし合わせると、週 3回以上高運動群は健康増進のための
運動推奨値をクリアし、週 1・2回の中運動群は体力維持の
ための必要量は確保されていることになる。一方、低運動
群は運動不足で、健康維持・増進の活動が行われていない
ことになる。
本調査の対象となった中部圏の某福祉系専門学校の学生
については、男子学生の 23.6%、女子学生の 40%がほとん
ど運動していないと回答していた。同様の結果は、4年制
大学生および 3年制短大生を対象にした調査（上村・栗原，
2015）でも得られており、若者における運動・スポーツの
実施頻度が低く、その傾向は女子学生に著しいとの報告と
一致している（SSF笹川スポーツ財団，2006； 厚生労働省； 
2015b）。
運動頻度と健康状態とは相関するであろうということ
は想像できるが、心身の健康状態を包括的に評価するのは
容易ではない。その中で、自記式健康チェック票 THIは、
130個の質問に対して自分で回答する方式をとっており、
多方面にわたる健康状態を主観的に評価することが可能で
ある（鈴木ら，2005）。
運動・スポーツ活動と健康状態との関連について、大学
生を対象にした調査報告はすでにあるが（北角ら，2008； 
図6． 運動頻度に基づいて分類した女子学生 3群（低運動群：ほとんど運動しない、
中運動群：週 1・2回運動、高運動群：週 3回以上運動）における、精神面・生活面
の平均症状尺度（パーセンタイル）の比較
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甲斐・山崎，2009； 鍋谷，2010； 徳田，2013）、多くは心理面
の症状に主眼をおいたものが多く、身体面・心理面・生活
面の多方面にわたって調査して報告は少ない（上村・栗原，
2015）。もちろん、専門学校生を対象にした、運動と心身両
面の健康状態を包括的に評価した報告例はほとんどない。
本調査結果をみると、高運動群、中運津群、低運動群の順で
多くの項目において症状尺度得点が高く、虚構性は逆に低
かった。これらの結果は、運動頻度が低いほど健康状態が
劣り、また他人との比較を行って自分をよく見せようとす
る傾向が弱いことを示唆している。この傾向は女子学生に
顕著であった。しかも、女子学生においては、呼吸器、多愁
訴、虚構性については運動頻度と症状尺度得点との間に、
相関係数の絶対値が 0.2以上の相関性がみられた。これら
の結果は、女子学生における運動習慣の重要性を示唆して
いる。
浅井・栗原（2014）は、本研究の調査が行われた中京圏に
キャンパスを持つ福祉系専門学校の学生を対象に喫煙と
健康状態の調査を行い、16項目のすべてにおいて全般的
に、非喫煙者と比較して喫煙者の方が劣る傾向がみられる
ことを報告した。また、大学生を対象にした調査から、
喫煙者は非喫煙者より自尊感情が低いこと（森田ら，1996； 
石田，2008； 石田ら，2010； 角田ら，2011）、自己評価に影
響する生活習慣関連因子の劣悪（曽我部ら，2008； 藤丸，
2010； 西山ら，2013）が報告されている。喫煙が健康に悪
いことは周知の通りであるが、その背景の 1つに運動不足
の可能性を挙げることができる。実際、本調査は、定期的
な運動の実施は心身両面の健康維持・増進に有効であるこ
とを再確認している。調査対象とした女子学生には喫煙本
数が 20本以上の者はなく、対象者数が 40人であったとい
うことを含めて、得られたデータが完璧とはいえない状況
であった。しかし、運動頻度と喫煙との間に軽度ではある
が逆相関関係（r＝-0.226）がみられたことから、健康増進
のアドバイスでは、喫煙状況の把握とともに、運動習慣の
確立を促すことが重要といえる。一方、男子学生では、
運動習慣と健康状態との相関性はあいまいで、一般的見解
と異なって、運動習慣と喫煙との相関性もみられなかった。
男子学生の健康状態については、運動習慣や喫煙以外の
要素があるのかもしれない。
今回の調査は、福祉系専門学校の学生に限定したもので
あり、全ての専門学校学生の運動習慣、喫煙、健康状態の動
向を表していない可能性がある。今後は、専門学校学生の
運動習慣と包括的健康状態の関連について、複数の専門学
校の学生を調査対象として例数を増やして明確な結論を出
したい。
結論
中部圏の某福祉系専門学校の学生を対象に健康状態を
自記式健康チェック票 THIで評価し、身体面、性格面、
精神面・生活面の広範囲にわたる 16項目の症状について
運動状況との関連を検討した。運動頻度が高い学生と比較
して、運動頻度の低い学生は多くの症状尺度得点が高く、
虚構性尺度得点は逆に低かった。この傾向は女子学生にお
いて顕著であった。さらに、女子学生では、運動頻度と喫
煙について軽度の逆相関関係（r＝-0.226）があり、同様の
相関性は男子学生では把握できなかった。
本調査結果は、健康増進・維持のために意識的に運動を
実施することが重要で、特に女子学生にあっては、喫煙状
況を踏まえて、禁煙や運動習慣の確立のためのアドバイス
を行うことが重要といえる。
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専門学校生の運動頻度と包括的健康度
Ralationship between the Total Health Conditions and Athletic Habit  
in the Students of a Welfare Technical School
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Abstract : In this study, the health conditions of 16 items were assessed based on the athletic habit in the students (male 
106 and female 40) of a welfare technical school using the Total Health Index THI. The low athletic group (male 24.2% 
and female 40%) showed low level of health conditions as compared to the middle athletic group (male 52.8% and female 
47.5%) and the high athletic group (male 23.1% and female 12.5%). In the female students, there was a correlation 
between smoking and athletic habits. These trends were marked in the female groups. The present research confirmed that 
the athletic activity is benefit for the health, particularly for female students.
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